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宮城教育⼤学における⽀援体制

学務委員会
学⽣⽣活委員会
教育実習委員会
⽬標・評価室

しょうがい学⽣⽀援室
室⻑（連携担当理事）・副室⻑
各種しょうがい部会⻑及び室員

しょうがい学⽣⽀援コーディネーター
視覚しょうがい部会
聴覚しょうがい部会
肢体不⾃由部会
病弱・虚弱部会

発達しょうがい部会

教員組織

インクルージョン推進委員会
委員⻑（総務担当理事）

しょうがい学⽣⽀援室⻑・副室⻑
学⽣相談室⻑・保健管理センター所⻑

上杉学習⽀援室⻑・総務課⻑・学⽣課⻑・教務課⻑
総務担当理事が指名する教職員若⼲名（障害当事者教員１名）

学⽣相談室
保健管理センター

⼊試部会（学部・⼤学院・教職⼤学院）
責任者（学務担当理事）・しょうがい学⽣⽀援担当・⼊試課
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しょうがい学⽣の「対話」の
実践を⽀える⽀援体制

しょうがい学⽣⽀援
コーディネーター

意思表明
相談

し
ょ
う
が
い
学
⽣

合理的配慮
の提供
提案

しょうがい学⽣⽀援室
打ち合わせ
（⽉1回）
副室⻑

各種しょうがい部会⻑
しょうがい学⽣

⽀援コーディネーター

相談

各種しょうがい
部会⻑

提案

相談

提案

相談

提案

意思表明

合理的配慮
の提供

相談

提案

提案 相談

教育現場

講義担当教員
受講⽣
⽀援者



聴覚障害学⽣が経験する「対話」

意思表明

合理的配慮
（法的義務）

⾼等教育

社会的障壁

他者と同様に“本質的能
⼒”を発揮できることが⽬
的。他の学⽣との平等と
いう観点から⽀援を提供。

■医学モデルや過去の経験に縛られている。
■社会モデルに移⾏できずにいる。



聴覚障害学⽣が経験する「対話」

意思表明

合理的配慮
（法的義務）

⾼等教育

社会的障壁

他者と同様に“本質的能
⼒”を発揮できることが⽬
的。他の学⽣との平等と
いう観点から⽀援を提供。

■⾃分の障害状況と⽀援を⾔語化できない。
■聴者が怖くて直接伝えられない。



聴覚障害学⽣が経験する「対話」

意思表明

合理的配慮
（法的義務）

⾼等教育

社会的障壁

他者と同様に“本質的能
⼒”を発揮できることが⽬
的。他の学⽣との平等と
いう観点から⽀援を提供。

■合理的配慮の提供によって新たな社会的
障壁が⽣じたが、⾔いにくい。

■“本質的能⼒”の不⾜に苦悩する。



対話と学習によるエンパワメント実践

意思表明

合理的配慮
（法的義務）

学習⽀援
（教職員・⼤学のポリシー）

⾼等教育

社会的障壁
意思表明⽀援

（教職員・⼤学のポリシー）

他者と同様に“本質的能
⼒”を発揮できることが
⽬的。他の学⽣との平等
という観点で提供。

その時々の教育で不⾜している
“本質的能⼒”を獲得することが
⽬的。その教育で求められる能
⼒を補う観点で提供。

社会的障壁の除去を求める能⼒
を獲得することが⽬的。

難しい場合は

難しい場合は

社会的障壁に気づく⽀援
（教職員・⼤学のポリシー）難しい場合は

社会的障壁に気づくことが⽬的。

個々の教職員等による
教育的⽀援の取り組み

合理的配慮の提供の質を
⽀える全学的な取り組み


